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55  模模擬擬授授業業でで見見らられれるる学学生生のの課課題題  

指導として個々の困難な場面での経験から改善策を学ばせる。 

一般的に、教育学部や教員養成コースの学生の強みは、教育方法論や手法の多様さ。一方、それ

以外の一般学部の学生の強みは専門分野の質と量の多様さといわれる。それぞれの強みを伸ばし、

弱みを補強する。 

 

55--11  教教材材研研究究やや立立場場のの認認識識のの不不足足  

高校時代の授業からアップデートできていない 

⇒情報不足への気づきと収集方法の獲得、自律できる教師としての立場への意識改革(授業の参

加者 User(生徒)から創造者 Maker や司会進行・促進者と評価者(教師)への 180 度転換に気

づかせる)。 

 

55--22  IICCTT 機機器器接接続続、、ププレレゼゼンン・・ススラライイドド、、準準備備不不足足  

用語の基本的なよみがな間違い 

用語や人物名の誤写 

因果関係の誤解や不十分な把握 

生徒の言動への返答 

⇒基本の大切さを認識させ、とくに改めて教科書を精読する大切さを学ばせる。 

また、基本的には、授業が始まれば、教師ひとりでなんでも乗り越えるようなイメージを事前に反実

仮想で準備する。例え ICT 機器を用いたくても、停電や故障では使えないまま授業を行うことにな
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授業までに調べて答える等の対応策のバリエーションを増やす。 

 

55--33  発発声声ややここととばば遣遣いい  

声のボリュームが小さい 

メディアでよく見かける「てにをは」での高低差のある抑揚での聞きづらさ 

⇒授業後にコメントするとともに、授業記録の画像を視聴させ、客観視させて、聞きづらいことに気

づかせる。オリエンテーションで示したように、腹式呼吸と姿勢を意識させる。 

  

55--44  講講師師とと学学生生のの関関係係性性  

誤った思い込み 

講師やほかのひとを批判できる力はあっても、自身の言動について反実仮想して事前に改善でき

ない 

講師やほかのひとは間違ってはいけないが、学生の自分はまだ許される 

⇒ひとは不完全で、頑張っていても間違う生きもの。講義はじめに、間違いを見つけたら、教え合う

姿勢が大切との呼び掛けを行う。講師も新しい発見や気づきには柔軟に対応する。支配・被支配の
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服従関係ではなく、大切なのは、講師は現在の課題解決への導きと支援、学生は集中と改善への

協力の視点。さらに、指摘を怖がるのではなく、気づかないことを教えてくれたことへ、感謝の気持ち

を伝えるのも大切と気づかせる。自分の至らなさを指摘してくれたひとは、攻撃してくる敵ではなく、

真剣に向き合って教えてくれた味方と捉える。 

さらに、学生が講師に対して行った言動は、ひとたび模擬授業や学校現場になれば、今度は立場

が 180 度変わって、教師役となった学生自身が経験することになる。言い換えれば、両刃の刃。講

師や模擬授業でのほかの教師役の学生への言動は、のちに自分に戻って降りかかってくることに

気づかせる。 

ほかにも、年度末には誤った様式や内容での提出を何度も繰り返す例も複数現れる。同じ誤りを

繰り返す学生には、根気強い指導として、提出期限を伝え、誤り箇所の添削を添付して、メールで再

提出をお勧めした。 

講義の質の維持(担保)に関連して、ときどき 3 回生の学生から、「来年、教育実習なので通して

ほしい」という要望が寄せられる。もちろん、事前に改善のお勧めを指導・連絡した上で、講義期間

中や提出〆切に間に合う修正は受け付ける。しかし残念ながら、期間を過ぎた無理なお願いは、ほ

かの学生との評価の平等性と公平性の観点から丁重にお断りしている。また、シラバスにも示した

ように提出されても内容が不十分であれば、それなりに評価する。 

提出様式等の約束事や時間管理、提出期限等を守れないことが度々見られる場合や不十分な

スキルのままでは、学力を担保できず、将来、学校での教育実習でご迷惑をかけることにつながる

からだ。これは筆者が、過去、教育実習担当として度々そういう実習生に現場で遭遇した経験から

の判断である。 

 

66  講講師師自自身身のの進進化化  

つぎつぎに現れる課題へ立ち向かうレジリエンスと具体的改善の創造 

ポジティブなマインドセット・ピンチはチャンスと捉える 

情報収集のスパイダーウェブ(蜘蛛の巣) 

⇒書籍は古い。新しいのは教科書会社からの通信や HP の記事。 

人材育成の裾野を広げるポジティブ行動支援 

より良い学生の育成と本学からの教員採用試験合格者の増加を通じ、地域の教育力向上へ貢献 

 

77  結結果果とと課課題題  

 2018(平成 30)年の高等学校学習指導要領の改訂時期において、地理歴史科教育法((二二))の講

義における指導法について 6 年間の実践を振り返り、おもに模擬授業指導案の作成に関する課題

を抽出し、分析を通じて指導法の改善についての研究をおこなった。 

とくに成果として、学習指導要領改訂に伴い、2024(令和６)年度から用いることができる新しい

指導案様式と記入の基準を提示することができた。 

しかしながら、今後も変化し続ける教育界にあって、課題も残されている。 

まず、毎年夏に開催される大阪府教育課程研修会を通じて、マイナーチェンジと次回 2028(令

和 10)年改訂に向け、情報収集を継続する必要がある。 
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 つぎに、高校での社会的包摂について、さらなる変化が加速している。本務校では、2023(令和

５)年度から大阪府立高校での通級指導が導入された。 

最後に、ICT機器の活用について。2020(令和2)年2月以降、学校現場で緊急対応が迫られ、

急速に普及した。と同時に、教員への授業評価として、生徒からの授業アンケート評価に影響が生

じた。とくに、高い評価を得られたのは、ICT 機器を用いて授業スライドをスクリーンへ投影した円滑

な展開であった。また、スライド投影だけでなく、Google Form や QR コード、生成系 AI 等の活用

に加えて、つぎにクラウドツールの活用も控えている。 

確かに、学生がリズムよい展開に乗って内容を分かったように信じ始めている。しかし、本質的に

大切なことは、活用できる学力のために、学びの成果を長期に定着させていることではないだろう

か。そこで、実際には定期考査等で、学習内容の長期定着率を測定して、教育調査としてアンケート

結果と関連づけて分析する必要を感じる。 

 また、2024(令和６)年２月の期末考査において、デジタル採点が試行された。行った感想として、

上手に活用すれば、時間の効率化につながる一方で、現段階の答案読み取り能力では数字には

比較的強いが、記号や記述回答ではまだ課題が残る。この動きは 2025(令和７)年度の大阪府公

立高校での入試で、デジタル採点の本格導入への伏線である。そのため、新年度４月以降には、デ

ジタル採点等の実施に向けた日常的な取り組みが加速することだろう。それに伴い、現場の教員に

は、その円滑な実施技能の習得も強く求められる。 

 

88  おおわわりりにに〜〜母母校校ででのの講講義義はは私私ななりりのの勲勲章章〜〜  
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父には、1935(昭和 10)年生れの弟がいる。筆者が高校教師をめざしたのは、彼の影響が大き

い。彼は戦時中、サイパン島陥落後に、西宮市に縁故疎開を経験した。終戦後、働きながら私立大

学の修士課程を修了。府立高校の社会科教員に就き、校長職で定年退職後、短大教授となった。

89 歳の現在も、地域史の社会人講師を担っている。彼もまた、兄のように教育貢献から、相応の勲

章をいただくことだろう。 

筆者にとって、彼らは奇跡の兄弟だと感嘆する。 

ひるがえって、1961(昭和 36)年生れの筆者は、大阪市内の高校で 40 年間、おもに歴史を教

え、大学院の教職修士課程を 3 年前に修了したが、勲章をいただくようなレベルには至らない。 

しかし、私なりの勲章が 6 年前から見つかった。それは、卒業した母校の教員養成課程で講義を

通じて後輩を育てることである。講義前には毎回わくわくする。様々な場面で課題や困難さを抱えた

学生たちが、ひたむきに取り組み、成長する姿に出会うと、本当に嬉しいし、楽しい。 

最後に、感謝のことばを述べさせていただきたい。実務家教員として折り返しのこの時期に、教職

支援センターの関係者の皆様には振り返りの機会を与えていただき、本当にありがとうございまし

た。次回、学習指導要領の改訂が予定される年に筆者は 70 歳を迎える。それまで、あと 8 年間、微

力を尽くしたい。何が起きるか楽しみでもあります。 
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